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寸劇の終盤で雇い止め撤回裁判闘争の報告をする
原告の越智さん（中央）と藤井さん（右）　　　

はたらく仲間であつまろう！
“誇りと怒り”のフェスタ in おおさか

12月７日　大阪市立中央会館

ジェンダー平等にむけてジェンダー平等にむけて
日本軍「慰安婦」問題

　日本軍「慰安婦」問題は、第二次世界大戦の加害の実態を正面から認めるか否か、女性の人権を重要だと考え
られるか否かをはかるバロメーターになっています。安倍首相の「慰安婦」問題の対応は、女性軽視とともに女
性の人権侵害を認めようとしない点で、国際的に極めて恥ずかしいものです。日本政府に対し、国連の女性差別
撤廃委員会・国連人権委員会等から「被害者への公式謝罪」等、再三の勧告がなされています。

今月のキーワード今月のキーワード
「謹賀新年」

　「謹んで新年をお祝い申し上げます」という意味で、四文字の賀詞（特に年賀状に用いる新年を祝う語句）の
一つです。「四文字の賀詞」は相手に対する敬意や丁寧があり、目上の人に使われる言葉です。その他、新年の
挨拶に使われる四文字の賀詞として「恭賀新年」（うやうやしく新年をお祝いいたします）、「謹賀新春」（謹んで
初春をお祝いいたします）、「恭賀新春」（うやうやしく初春をお祝いいたします）があります。
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闘
っ
て
勝
ち
取
っ
た

賃
金
・
労
働
条
件
の
前
進

　

フ
ェ
ス
タ
は
「
友
よ
闘
っ
て

こ
そ
明
日
が
あ
る
合
唱
団
」
の

合
唱
で
始
ま
り
ま
し
た
。
大
原

真
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
14
秋
闘
で
も
正
規
・
非
正
規

が
団
結
し
、
賃
金
や
労
働
条
件

の
前
進
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
、

給
食
の
現
場
で
は
民
間
委
託
の

計
画
を
先
延
ば
し
に
さ
せ
た
た

川
柳
と
組
み
合
わ
せ
た
寸
劇
で

は
、
笑
う
に
笑
え
な
い
実
情
が

見
事
に
表
現
さ
れ
、
参
加
者
の

心
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

　

「
国
会
請
願
署
名
」
の
と
り

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
年
は
、
安
倍
政
権
の
も
と
で
消
費

税
８
％
へ
の
引
き
上
げ
、
戦
争
す
る
国

づ
く
り
な
ど
危
険
な
動
き
が
顕
著
に
な

り
ま
し
た
が
、
一
方
で
反
原
発
や
憲
法

を
守
る
共
同
の
た
た
か
い
も
進
み
ま
し

た
。

　

職
場
で
は
、
４
月
の
府
職
労
に
続

き
、
14
確
定
闘
争
で
少
な
く
な
い
衛
都

連
単
組
で
「
差
額
支
給
」
が
７
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
非
正
規
職
員
に
も

支
給
さ
せ
た
単
組
も
あ
り
ま
し
た
。
生

活
実
態
や
要
求
か
ら
す
れ
ば
満
足
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
た
か

う
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
改
善
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
は
共
通
の
確
信
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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を
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０
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５
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０
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５
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２
０
１
５
年
は
、
新
し
い
日
本
と
大

阪
を
築
く
重
要
な
年
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
総
選
挙
結
果
は
小
選
挙
区
制
の
弊

害
で
自
民
党
が
３
割
の
得
票
で
６
割
の

議
席
を
得
る
「
虚
構
の
１
強
」
で
す

が
、
国
民
の
多
数
意
思
を
反
映
し
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
引

き
続
き
広
範
な
国
民
と
の
共
同
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
末
の
紅

白
歌
合
戦
で
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

が
「
ピ
ー
ス
と
ハ
イ
ラ
イ
ト
」
を
歌
っ

た
こ
と
が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
都
合
の
い
い
大
義
名
分
（
か
い
し
ゃ

く
）
で
、
争
い
を
仕
掛
け
て
裸
の
王
様

が
牛
耳
る
世
は
、
狂
気
」
な
ど
と
う
た

っ
た
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
と
番
組

ス
タ
ッ
フ
の
し
た
た
か
さ
は
、
日
本
の

右
傾
化
を
危
惧
す
る
多
く
の
国
民
の
共

感
を
呼
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
大
阪
都
」
構
想
の
実
現
に

執
念
を
燃
や
す
橋
下
・
維
新
の
会
が
官

邸
筋
に
話
を
持
ち
か
け
、
東
京
か
ら
大

阪
の
公
明
党
に
圧
力
を
か
け
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
の
議
会
で
否
決
さ

れ
た
「
協
定
書
」
が
息
を
吹
き
返
え
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
議
会
で
否
決
し
て

お
き
な
が
ら
、
住
民
投
票
に
か
け
る
こ

と
は
議
会
人
と
し
て
の
責
任
と
資
質
が

問
わ
れ
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
住
民
投
票

は
大
阪
市
民
が
対
象
で
す
が
、
仮
に

「
大
阪
都
」
と
な
れ
ば
大
阪
市
以
外
の

住
民
と
自
治
体
職
員
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
曲
が
り

な
り
に
も
広
域
行
政
を
担
い
、
市
町
村

支
援
を
行
っ
て
い
る
現
在
の
大
阪
府
庁

が
府
民
の
知
ら
な
い
間
に
大
規
模
開
発

や
カ
ジ
ノ
な
ど
の
行
政
に
特
化
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
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と
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春
闘
勝
利
を

春
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を

　

統
一
地
方
選
挙
は
、
安
倍
政
権
と
対

決
し
、
維
新
政
治
を
退
場
さ
せ
る
重
要

な
た
た
か
い
と
な
り
ま
す
。
吹
田
市
や

泉
佐
野
市
な
ど
で
の
首
長
選
挙
、
維
新

政
治
の
退
場
と
住
民
投
票
を
成
立
さ
せ

な
い
運
動
に
と
り
く
み
ま
す
。
同
時

に
、
15
春
闘
を
「
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
」
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
や
年

度
末
に
ふ
さ
わ
し
い
機
構
改
革
・
人
事

異
動
の
と
り
く
み
、
地
域
春
闘
を
す
す

め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
や
民
間
労

働
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
も
で
き
た
の

で
、
こ
の
活
用
も
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

職
場
に
足
を
運
び
、
地
域
に
出
か

け
、
要
求
の
実
現
と
維
新
政
治
退
場
の

歴
史
に
残
る
１
年
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

争
で
は
労
使
合
意
を
踏
み
に
じ
り
『
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
』
を
議
会
上
程
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
抗
議
と
団
交
で
粘
り
強

く
た
た
か
い
、
市
長
に
謝
罪
さ
せ
た
。
職

場
に
労
働
組
合
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

的
な
陣
営
が
『
反
維
新
』
で
良
心
的

・
保
守
的
な
陣
営
と
つ
な
が
っ
て
き

た
。
共
同
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
カ
ジ

ノ
、
水
道
の
民
営
化
問
題
で
特
別
報

告
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
家
、
地
域

住
民
団
体
、
自
治
体
労
働
者
か
ら
発

言
が
あ
り
、
み
ん
な
で
考
え
、
大
阪

を
元
気
な
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
熱

意
あ
ふ
れ
る
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
今
、
く
ら
し
・
職
場

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？
〜
手
を
つ

な
ご
う
！
住
民
と
自
治
体
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
２
月
１
日
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
２
月
11
日
の
府
政

・
市
政
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
、

大
阪
湾
岸
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
・
咲
洲
庁
舎
、

カ
ジ
ノ
誘
致
の
候
補
地
、
淀
川
左
岸

線
な
ど
を
見
て
学
び
ま
す
。

　

11
月
23
日
に
大
阪
府
・
市
地
方
自

治
研
究
集
会
が
大
阪
市
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
（
主
催
は
大
阪
府
職
労
・

大
阪
市
労
組
が
参
加
す
る
実
行
委
員

会
）。

　

基
調
講
演
で
は
、
奈
良
女
子
大
学

の
中
山
徹
教
授
が
「
民
主
的
・
革
新

た
か
い
の
中
で
、
非
正
規
の
仲

間
が
労
働
組
合
に
加
入
し
た
」

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

非
正
規
労
働
者
の

実
態
を
川
柳
と
寸
劇
で

　

学
童
保
育
指
導
員
に
よ
る
け

ん
玉
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
は

た
ら
く
仲
間
の
「
声
」
を
つ
な

げ
る
７
人
の
リ
レ
ー
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
治
体
職

場
や
非
正
規
労
働
者
の
実
態
と

く
み
や
「
組
織
強
化
・
拡
大
」、

「
裁
判
支
援
」
な
ど
の
行
動
提

起
が
確
認
さ
れ
、
参
加
者
全
員

の
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
の
合
唱

で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

と
思
う
。
組
織
拡
大
も
が
ん
ば
る
」（
高

石
市
職
労
）
を
は
じ
め
、
大
阪
府
職
労
、

大
阪
市
労
組
、
吹
田
市
職
労
が
春
闘
に
向

け
て
の
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
阪
自
治
労
連
は
、
12
月
18
日
に
春
闘

討
論
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
春
闘
方
針
（
素
案
）
を
提
起
す
る
と
と

も
に
、
大
阪
で
の
２
０
１
５
年
の
春
闘
を

た
た
か
う
に
あ
た
っ
て
、
菅
義
人
大
阪
労

連
事
務
局
長
と
中
村
正
男
明
る
い
民
主
大

阪
府
政
を
つ
く
る
会
事
務
局
次
長
か
ら
、

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
単
組
か
ら
は
「
賃
金
確
定
闘

単組からも春闘勝利にむけた決意が
語られました　　　　　　　　　　
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連
執
行
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大
原　

真

　
　

大
原　

真

大阪自治労連 春闘討論集会

大阪府･市地方自治研究集会　　 11／23

　

大
阪
自
治
労
連
は
、
12
月
７
日
「
誇
り
と
怒
り
」
の
声
を
持
ち

よ
り
、
均
等
待
遇
の
実
現
を
め
ざ
す
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。


